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ある Pay As You Drive(PAYD) システムは、走行行動ではな
く走行距離にのみ焦点を当てているため、多くの弱点と欠点が
あると言われてる [1]．ユーザーがどのように運転しているかを































式 (1),(2) において，X,Z はそれぞれは左右方向，前後方向の











































































タクシー運転手 5 名の 1 年間のテレマティクスデータおよび
ドライブレコーダ映像を取得した．テレマティクスにより急減
速の記録された 117 走行を日常的に車に乗る機会のある 20 代













0 1/3 2/3 3/3
自動車 123 117 6 0
















0 70%(87/123) 28%(35/123) 0%(1/123)
1/3 21%(24/117) 79%(93/117) 0%(0/117)











0 60%(74/123) 40%(49/123) 0%(0/123)
1/3 25%(29/117) 74%(87/117) 1%(2/117)
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